
大型トラックの衝突事故（滋賀県高島市）大型トラックの衝突事故（滋賀県高島市）

【事故概要】
・日時：令和元年10月27日 午後６時48分頃
・概要：大型トラックが、片側１車線の緩やかな左カーブを走行中、道路左側の縁石や

街路樹等に接触した後、対向車線に進入し、当該車線を走行してきた乗用車
と正面衝突。
この事故により、乗用車の運転者が死亡し、同乗者が重傷を負った。

【原因】
・途中のコンビニで缶酎ハイを購入し飲酒。強い眠気を催すも運転を継続。
・点呼の大部分未実施、宿泊を伴う運行にアルコール検知器を持たせないなど、極めて
不適切な運行管理体制。
・当該運転者を雇用する際、健康状態の把握や指導・教育が不十分。
・飲酒運転に対する甘い企業体質が、当該運転者のモラルの低下を助長。

【再発防止策】
・会社全体で飲酒運転根絶意識を向上させ、飲酒運転を許さない強固な企業風土を
構築。
・運転者を雇用する際は、健康診断や運転記録証明書等により健康状態や酒気帯び
運転等の交通違反歴を確実に把握し、慎重に検討。
・雇用後においては、運転者の飲酒傾向、酒気帯び運転等の交通違反歴を継続的に
把握、また、アルコールが運転に及ぼす影響や危険性について、継続的に指導。問題
がある運転者に対しては、直ちに乗務を停止するとともに、専門医によるカウンセリング
や治療を受けさせる。
・アルコール検知器による酒気帯びの有無の確認を徹底し、点呼を確実に実施。
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（別紙３）


